
 
 

第 2400 回例会 逗子ロータリークラブ 本日の進行(17:30)

納涼会(ディズニーオンア

イス・横浜ベイシェラトン)

―次回のお知らせ― 

8 月 25 日(12:30)

村田 典昭 会員 

「チャイナあれこれ」

2011－2012 №6 2011 年 8 月 18 日 

会長◆三宅 譲  会長エレクト◆岩瀬浩人  副会長◆菊池 尚  山本由夫  

幹事◆藤吉一哉  ＳＡＡ◆葉山重康  会計◆市川 浩  会報委員長◇橘 武 

E-mail:zushirc@sage.ocn.ne.jp Website:http://www.zushi-rc.com/ 

例会日：第 1･2･4 木曜日 12:30～13:30 第 3 木曜日 18:30～. 第５木曜日 18:00～ 

例会場：逗子市新宿 1－3－35「カンティーナ」 TEL：046－870－6440 

事務所：逗子市逗子 1－9－26 萬屋ビル 2Ｆ TEL＆FAX：046－873－0226 

 
      ≪第 2399 回  例会記録  2011 年 8 月 4 日≫        
出席報告 会員数41名(出席免除7名) 出席数 30 名 出席率 75.00% 前回修正出席率 77.50％

スピーカー：岡本 久 会員 

 
“ポール・ハリスの少年期”  

我々の元祖リーダーだったポール・ハリス（以下、Ｐとい

う）という人は、どんな人だったのか？単純な興味から調

べてみた。◆１８６８年（明治元年）４月１９日、ミシガ

ン湖の西側を約９６㎞北上したところにあるウイスコン

シン州ラシーンで、ドラック・ストアをやっていた父親ジ

ョージ・ハリス、母親コーネリアの第２子として生まれた。

父親は、生来の豊かな才能を生かして一攫千金を追うあま

り、著述や発明などいろいろな事業に手を出し過ぎて、本

業を堅実に営むことができない性格だったが、母親もまた、

浪費家で家計が苦しくてもメイドを雇い続ける性格だっ

たため、不安定な収入と放漫な支出の結果、破産した。気

位の高い母親は、ラシーンを離れて夫の父親ハワードの世

話になることを断って、幼い妹ニーナ・メイと共に借家住

まいで、ピアノ教師で生計を立てる道を選んだので一家は

離散することになった。◆Ｐはそのとき３才で、２才年上

の兄セシルとともにバーモンド州ウォーリングフォード

で農園を経営する祖父ハワード（当時７２才）、祖母パメ

ラ（同６０才）に預けられることとなる。祖父は大富豪で

はないが、農園や牧畜で自ら働いて生計を立てていた。祖

父の援助により父親の事業が再建され、家族が一緒に生活

できた時期もあったが、また、結局は破産の繰り返しで、

祖父母に預けられた。◆少年になったＰはかなりの悪童だ

ったようだが、同じ悪童の友達とは信頼関係で結ばれ、楽

しい想い出ばかりだと回想している。生涯を通じて両親の

愛情にこそ恵まれなかったものの、決して不遇な少年時代

を過ごしたわけでなく、※ニューイングランド地方の素朴

で信仰の篤い清教徒（ピューリタン）に囲まれて育った環

境に加えて、厳格であり、かつ愛情溢れる祖父母や信頼し

合った友人がＰの人格形成に大きな影響を及ぼしたとい

えよう。そのような環境の中で多感な少年時代を過ごした

ことが、Ｐの心に強いピューリタニズムを植え付け、それ

が後日のロータリーの思想の根底となったのであろう。◆

後年、大都会のシカゴで親密な友人が欲しくなり「寂しい

こと」がロータリーを始めた動機になったといわれている

が、その原点は少年期にあったといえそうだ。 

三宅会長の 気張って一言 

（参考文献：田中毅著「ロータリー歴史探訪」、大久保昇

著「ポール・ハリスの歩んだ道」鳴海淳郎著「ロータリー

探究」ほか） 

※ニューイングランド地方は、アメリカ合衆国のマサチ

ューセッツ州やコネチカット州、メイン州など６州からな

る、アメリカ北東部のボストンを中心とする地方。バーモ

ンド州はこの地方の最北部の州。

■ 報 告                                                

藤吉幹事＊R の友8 月号、ガバナー月信№2、週報京都紫野RC ＊京都紫野RC より三宅会長に名誉会員推戴状 

＊規定審議会立法案提出のお願い ＊長柄桜山古墳を守る会ミニ情報 ＊かながわﾄﾗｽﾄみどり財団自然観察会案内 

 

 
 
 
 
 
 
 

理事会報告 ＊9/15(木)18:30 新世代からの報告：ボーイスカウト逗子第1 団・第2 団、ガールスカウト神奈川県第39 団、

㈳逗子葉山青年会議所の4 団体に各30,000 円を助成。 ＊9/22 奴田ガバナー補佐 公式訪問前クラブ訪問。  

＊9/29 森 洋ガバナー公式訪問：10:30～12:15 別室にて懇談 会長、幹事、地区出向者、分区代理・ガバナー補佐経験

者出席 12:30～13:30 例会・ガバナー卓話 13:30～クラブ協議会。 ＊入会希望者 徳永淳二氏の入会承認、手続きに

入る。 ＊第16 回ディベート大会 30,000 円を協賛。 ＊ビーチバレー大会(コンサート等)の募金・益金は見える相手

に目的を持って支援する。 ＊8/11 湘南ビーチ FM にてクラブ・ビーチバレー大会・50 周年事業の PR を行う。会長・

幹事・鈴木(安)委員長が出席。 ＊納涼例会の予算書(別紙) バス代は利用者より各2,000 円を徴収。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ニコニコ BOX      本日合計  ￥４７．０００    累計 ￥２７２．０００   

岡本君…スピーチ、緊張してます。 
三宅君、藤吉君、菊池君、山本(由)君、桐ケ谷君、船津君、横山君、

矢部(房)君、岩瀬君、高洲さん…岡本会員スピーチよろしく。 
毛利君、矢部(光)君、臼井君、山本(三)さん…岡本さんのスピーチ 

  楽しみです。頑張って。 

渡邊君…R の友８月号、13 頁を見てね。 
鈴木(安)君…福嶋さんの退院を祝って。 
市川君、山口君、石黒君、安藤君、葉山君、村松君、草柳君、柳沢

君、福嶋君、奈良さん…夏本番、暑中お見舞い申し上げます。 
村田君…円高！ドル50 円時代近い。

 

逗子公式訪問    ９月２９日(木) 

新会員・公認会計士・ 

 岡本 久会員
 

❏昭和 37 年東逗子・土田医院で誕生。逗子 RC の創設と同期です。  
❏記憶にある心のふるさとは横浜希望ヶ丘。病弱で学校はよく休んだ。

母親の実家のある逗子に越し、久木中―逗葉高校へ。 ❏中・高はサッ

カー部に所属。中学での思い出は、聖和学院近くの山中で爆竹をやり警

察にお世話になった事。逗葉高校では第 1 期生であり、伝統も無く自由

で自分たちが決めた事がルールとなった。 ❏大学在学中は、地元では

ウィンドーサーフィン、サークルではデニス・スキー等で楽しんだ。  
❏卒業して自動車の測量計製造・販売の会社へ入社。当時バブルへ急上

昇、フェラリーが 1 億円などという時代。当然、財テクに興味を、仕事

の傍ら簿記学校へ通う。公認会計士の資格を取り 10 年間の修行の末、

10 年前に独立。六本木に 4 年半、平河町に移って 5 年半になる。  
❏日本経済は少しずつ縮小していく様子を感じ、現在 15 循環の拡張期

ではあるが、平成 22 年度の税収は 41 兆 8 千億円で、昭和 60 年代・25
年前と同じ規模。  
❏私は 20 歳頃から腎臓を悪くし、平成 20 年から人工透析を週 3 回開始。

平成 21 年に妻からの生体間移植を行ったが失敗し、平成 22 年 8 月に移

植腎を摘出。今は深夜泊まりでの人工透析を行っている。再移植が可能

であればトライしたい。 
❏臓器提供は、平成 22 年 7 月より生前に臓器提供意思を示している場

合に加え、本人の意思が不明でも家族の承諾があれば可能となった。 

８月第１例会は、逗子・葉山

タウンニュース 23･04･08 号

の逗子ＲＣ会員募集記事「私

たちの仲間になりませんか」

を見て入会された、岡本久会

員のスピーチ。 

３月３０日（金） ３１日（土） 湘南国際村で 
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